
         『トリツカレ男』 

いしい しんじ／著 新潮文庫刊 

「トリツカレ男」と呼ばれているジュゼッペは、その名の 

通り、オペラでも三段跳びでも何かに夢中になると  

寝ても覚めてもそのことばかり。そんな彼が次にとりつかれたのは寒い国から

来た風船売りの少女ペチカ。彼女の笑顔の底にあるくすみに気づいた  

ジュゼッペは、その原因を取り払おうとします。 

夢中になったらとことんやりぬくジュゼッペがペチカのためにトリツカレたこと

とは…自分よりも相手を想う気持ちの強さに圧倒されます。 
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図書館でボランティア活動をしてく

れた中高生のみなさんに、オススメの

一冊を紹介していただきました！ 

（編集にあたり、趣旨は変えずに一部 

修正しています。） 

 

誰かを想う気持ちが交差したときに 

つむがれる物語、恋愛小説。 

気になるあの人を思い浮かべながら 

読んでみませんか。 

 

『告白』  

湊 かなえ／著 双葉社 

悠子先生の子どもが死んだ。事故死だと思われていた

が悠子先生は「誰かに殺された」と言う。犯人はいるの

か、本当は事故死なのか、最後に悠子先生が下した裁き

とは!？最後までハラハラドキドキです。（A・Sさん） 

『氷菓』 

米澤 穂信／著 株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

この小説はミステリー小説で、日常のなぞを登場人物

達が次々と解きあかしていきます。そんな中主人公は

「える」という少女から助けを求められます。「氷菓」の

謎を解くことはできるのでしょうか!？（Y・Sさん）                                                           
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『国境の南、太陽の西』 

村上 春樹／著  講談社 

 僕の中の何かを静かにノックする人。そんな運命の人 

に、幼なじみとして出会ってしまった僕は、大人になって 

結婚しても、その人を忘れることができなかった。たとえ 

愛する人たちを傷つけることになっても…。切ない胸の 

疼きを、透明感あふれる文章でつづった、大人の恋愛小説です。 

『僕らのごはんは明日で待ってる』 

瀬尾 まいこ／著  幻冬舎 

高校最後の体育祭で、一緒に「米袋ジャンプ」をする 

ことになった俺と小春。兄貴の死からずっと「たそがれて 

いた」俺は、ぐいぐい入ってくる彼女に初めはとまどっていた 

が、やがてお互いなくてはならない存在に。しかし、人生は 

思いもよらないできごとを用意していて・・・。ちょっぴりほろ苦く、でも心温まる 

ストーリーです。 

『ひな菊とペパーミント』 

野中 柊／著  講談社 

 結花は、両親が離婚して心がすぅすぅする感じがたまに 

するけれども、仲良しの友達とおしゃべりしたり、笑ったり 

楽しい学校生活をおくる中学２年生。ある日、結花の所 

に学校で人気者の松岡先輩が訪ねてくることで学校生 

活が一変！結花と松岡先輩の関係は？恋ってどんな感じかなと思っている方

にオススメです。 

『High and dry(はつ恋)』 

よしもと ばなな／著  文藝春秋 

 １４歳の夕子の初恋の相手は、通っている絵画教室 

の２０代の先生、キュウくん。ある日夕子は絵画教室で 

不思議な光景を目撃します。すると同じ光景をキュウくん 

も見ていて、それから２人は一緒に時間を過ごすように・・・。 

少しずつ２人の心が近くなっていく様子が温かな気持ちになります。 

『チロル、プリーズ』 

片川 優子／著  講談社 

 もう糖分摂取しなきゃやってらんないよ、この世の中。 

受験勉強に追われる高校３年生のチャコ。ある日、親 

友トキコの突然すぎる結婚宣言に大きく心を乱される。 

一方、予備校で知り合った犬顔の男子、ポンちゃんに 

なんだか告白めいたことを言われ…。心の整理がとことん不得意、明るい暴走

女子、チャコの青春！ 

『ねえ、委員長』 

市川 拓司／著  幻冬舎 

 23歳になったわたしは、今も初恋の人を追いかけている。 

 彼と出会ったのは 17歳の春。優等生であるわたしと、 

わけありの問題児だった鹿山
か や ま

くん。わたしは彼に夢を与え、 

支えるという夢を持ったが、この奇妙な関係は周囲との 

軋轢を生んだ…。対照的な二人がつむぐ、もろく切ない恋の物語。 
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